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「布おむつと紙おむつ」

2年7組 3番 荒木 千鶴

2年7組 34番 本間 美菜子

実習施設：ワールドナーシングホーム

はじめに…

テーマ設定の理由

Ⅰ，施設が紙おむつでなく、布おむつを使用していた。

⇨なぜ布おむつを使用していたのか気になった。

Ⅱ，布おむつと紙おむつの違いを調べてみたいと思った。

⇨布おむつと紙おむつのメリットとデメリットを知りたいと思った。

⇩
Ⅲ，上記をまとめて布おむつと紙おむつはどちらが、介護現場に適しているかが気になっ

た。

実習中に学んだこと・教わった事を元に発表する。

介護現場

ベッド上での交換を例に挙げる。

布おむつを使用

（昼間）

交換時の必要物品 *布おむつ *おむつカバー *手袋

*清拭 *洗浄（湯）*パッド（利用者に応じた）

※ショートの方、病院に行く方は紙おむつを使用

〈おむつ交換の流れ〉

１インフォームドコンセント ５体位変換

（説明と同意を得る） （陰部の前に前方の布を広げる）

↓ ↓

２おむつカバーを外す ６陰部と臀部を洗浄

（マジックテープをくっつける） ↓

↓ ７布おむつを交換

３布おむつを広げる ↓

（カバーから出さないように） ８体位変換

↓ ↓
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４陰部洗浄 ９布おむつを組んでカバーをつける

⤴
〈工夫点〉

２…肌を傷つけないよう、マジックテープをくっつける。

３…ベッドを濡らさないようにカバー内で行う。

４…お湯を使い上から下に拭く。

５…腹圧がかかるため布を陰部前に広げ横漏れ防止を行う。

６…お湯をたっぷり使い前から後ろに拭く。

７…パッドを引き抜き、使用済み布おむつを臀部にまとめる。その上から新しい布おむ

つを敷く。

８…ここで使用済み布おむつを引き抜き、新しいのを広げる。

９…人によってパッドを変える。２同様にマジックテープをくっつける。

Ⅰ，なぜ布おむつを使用していたのか

→紙おむつに比べてコストがかからないから。

[布おむつと紙おむつの一年間にかかる費用]

※パッドは考えないものとする

布おむつ
１か月にかかる値段

6,541 円

１年すると…

77,015円

※交換5回 カバーは2回

紙おむつ
１か月にかかる値段

11,811 円

１年すると…

139,065円

※交換3回

1年でなんと!!

62,050 円の差額

補足

・布おむつ 15円

・布おむつカバー 68円 ※布はすべてリース用品の値段

・紙おむつ 126.7円→127円

Ⅰ，考察
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布おむつと紙おむつでは、１年間で 62,050 円の差が出た。パッド等の個人に合わせた

工夫にかかる値段は含めていないが、現時点のコスト面では、布おむつが経済的に適して

いる。

Ⅱ，布おむつと紙おむつのメリット・デメリット

メリット

〈布おむつ〉 〈紙おむつ〉

デメリット

〈布おむつ〉 〈紙おむつ〉

Ⅱ，考察

布を使用すると、濡れた時の不快感は強いがかぶれにくく、且つ便意尿意を取り戻せる

可能性がある。だが、それによる便弄りの可能性も増える。

紙を使用すると、かぶれによる肌荒れの心配があるが、不快感も少なく清潔である。だ

が、長時間おむつを替えないことで、床ずれ（褥瘡）になる確率が上がる。

・繰り返し使えて経済的

・濡れた時の不快感が強い

→交換意欲が強まり、尿意

便意を取り戻せる可能性がある。

・便の状態がわかる

・回数が把握できる

・かぶれにくい

・手間がかからない

・清潔

・濡れた不快感がない

・吸水性がいい

・手間がかかる

・濡れた時の不快感が強い

→便弄りをする可能性がある

・洗剤・漂白剤の残存が認められる

・使い捨てで、非経済的

・不快感が無い為、交換が遅くなる

・便の状態がよくわからない

・あたる部分によってかぶれたりす

る
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Ⅰ・Ⅱの考察から…

Ⅲ，介護現場に適しているのは布おむつ紙おむつどちらか

Ⅲ，考察

考察Ⅰから、施設を運営するにあたってコスト面では、布おむつが適していると考える。

考察Ⅱから、布おむつの主なデメリットは、濡れた時の不快感が強いこととする。

紙おむつの主なデメリットは、コスト面と便や尿の状態・回数が把握しにくく、利用者の

現在の健康を理解しにくいこととする。

布おむつのデメリットは、考え方を変えることでメリットにもなるため、今回はデメリ

ットの少ない、布おむつが介護現場に適していると考える。しかし、工夫を施しても状態

の改善が見られない程の重度な方には紙おむつを使用し、不快にさせないことも必要だと

考える。

補足

紙おむつはパッドを使用する等の工夫をすれば、コスト面はある程度抑えることもでき

るため、ほかの布おむつの工夫や、紙おむつの工夫も考えに取り入れ再度、どちらが介護

現場に適しているか考える必要がある。

参考文献

ホームページ

・ohttp:www.kaigollo.co.jp/dictionary/qa.3.php?r.ct2=5&r_ctws=&r_qa=1194&a=all

・ohttp://detail.chiebukaro.yahoo.co.jp/qa/questio_detail?q1131424576

・ohttp://www.kkn5.com/omutsu.html
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実習施設：ワールドナーシングホーム
2年7組 3番 荒木 千鶴

34番 本間 美菜子

問題設定の理由

Ⅰ，布おむつを使用してたのはなぜか
Ⅱ，布おむつと紙おむつのメリット・

デメリットは何か

Ⅲ，どちらが介護現場に適しているか

介護現場

必要物品

交換の仕方（1～5）

（１）インフォームドコンセント

（２）おむつカバーを外す

（３）布おむつを広げる

（４）陰部洗浄

（５）体位変換

交換の仕方（6～10）

（６）陰部と臀部の洗浄

（７）使用済みの布おむつを丸め、新しい
ものを当てる

（８）体位変換

（９）古いものを引き抜き新しいものを広
げる

（10）布おむつを組んでおむつカバーをつ
ける

その差はなんと！

62,050円
Ⅰ，布おむつを使用していたのは何故か？

紙おむつに比べてコストがかからない

布おむつ 紙おむつ

１か月にかかる値段

6,541円

1年間たつと…

77,015円

１か月にかかる値段

11,811円

1年間たつと…

139,065円
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Ⅰ，考察

布おむつと紙おむつでは、1年間で
62,050円の差が出た。

パッド等の個人に合わせた工夫にかかる
値段は含めていないが、現時点のコスト面
では、布おむつが経済的に適していると考
える。

Ⅱ，布おむつと紙おむつの
メリット・デメリット

布おむつ 紙おむつ
〈メリット〉
・経済的

・尿意便意を取り戻せる可

能性がある

・便・尿の状態、回数の把

握ができる

・かぶれにくい

〈デメリット〉
・手間がかかる

・濡れた時の不快感が強い

・洗剤・漂白剤の残存が認めら

れる

〈メリット〉
・手間がかからない

・清潔

・濡れた不快感がない

・吸水性が高い

〈デメリット〉
・非経済的

・交換が遅くなる

・便・尿の状態、回数の把握が

難しい

・かぶれる心配がある

Ⅱ，考察

布を使用すると、濡れた時の不快感は強いが、か
ぶれにくく、且つ、尿意・便意を取り戻せる可能
性がある。だが、それによる便弄りの可能性も増
える。

紙を使用すると、かぶれによる肌荒れの心配はあ
るが、不快感も少なく、清潔である。だが、長時
間おむつを替えないことで、床ずれ（褥瘡）にな
る確率が上がる。

Ⅲ，介護現場に適しているのはどちらか

Ⅲ，考察

考察Ⅰから、コスト面では布おむつが適していると
考える。

考察Ⅱから、布おむつの主なデメリットは不快感が
強いこととする。紙おむつの主なデメリットはコス
ト面と利用者の状態を把握しにくいこととする。布
おむつのデメリットは、メリットにもなるため、今
回はデメリットの少ない布おむつが適していると考
える。

補足＊パッドなどを使用することでコストを抑える
ことも可能なため、布おむつの工夫や、紙おむつの
種類、工夫を考えに取り入れ、再度検討する必要が
ある。


